
公開情報 2023年 1⽉〜12⽉ 年報（集計対象 338施設）

院内感染対策サーベイランス 検査部⾨ 【診療所】

1
データ集計⽇︓ 2024 年02 ⽉15 ⽇
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本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません

【検査部⾨におけるサーベイランスの概要と⽬的】

本サーベイランスの⽬的は、細菌検査により検出される主要な細菌の分離頻度とその抗菌薬感受性

を継続的に収集・解析し、医療機関における主要な細菌ならびに薬剤耐性菌の分離状況を明らかにす

ることである。

JANIS 検査部⾨に関しては、2022 年 4 ⽉の診療報酬改定における外来感染対策向上加算の新設に

伴い、毎⽉ 1件以上の細菌培養検査を実施していることを参加要件の 1つとして、診療所の参加が可

能となった。

公開情報年報の集計期間は各年の 1⽉〜12⽉であるため、JANIS運営会議の審議を経て、2023年

データより公開情報年報【診療所】を作成・公開することにした。

【検体の集計⽅法について】

集計対象は、診療所から報告された外来検体とした。

外来検体の重複処理については、以下および巻末資料を参照のこと。

 分離菌数

同⼀患者から同⼀菌が複数回報告された場合は、初回の 1件のみ集計する。

同⼀患者から異なる菌が報告された場合は、菌種ごとにそれぞれ初回の 1件のみ集計する。

 抗菌薬感受性

同⼀患者から同⼀菌の抗菌薬感受性結果が複数回報告された場合は、抗菌薬感受性結果にかかわら

ず、初回の 1件のみ集計する。

同⼀患者から異なる菌の抗菌薬感受性結果が報告された場合は、それぞれ初回の 1件のみ集計する。

【図表】

1.検査材料別分離菌数割合

2.主要菌の抗菌薬感受性

呼吸器系検体 尿検体 膣分泌物検体

Staphylococcus aureus（ALL）
Streptococcus pneumoniae（髄液検体以外）
Haemophilus influenzae

Escherichia coli
Klebsiella pneumoniae
Enterococcus faecalis

Escherichia coli
Streptococcus agalactiae
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本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません

【解説】

データ提出医療機関数

2023 年年報【診療所】の集計対象医療機関は 338施設であった。

1．検査材料別分離菌数割合

検査材料別分離菌数割合は、起因菌や常在菌・汚染菌にかかわらず、各医療機関から報告されたす

べての菌について集計しており、年を通じ各菌種ごとにそれぞれ初回の 1 件のみを集計した重複処理

後の分離菌数割合を記している。

呼吸器系検体の分離菌のうち、上位 3 菌種は α-Streptococcus 2,997 株（14.6％）、S. aureus

2,795株（13.6％）、H. influenzae 2,378株（11.6％）であった。

尿検体の分離菌のうち、上位 3菌種は E. coli 11,353株（43.2％）、E. faecalis 2,640株（10.0％）、

K. pneumoniae 1,597株（6.1％）であった。

膣分泌物検体の分離菌のうち、上位 3 菌種は S. epidermidis を除く CNS 1,367 株（13.7％）、

E. coli 1,246株（12.5％）、S. agalactiae 1,210株（12.1％）であった。

2．主要菌の抗菌薬感受性

主要菌の抗菌薬感受性は、原則 CLSI 2012（M100-S22）の判定基準に従った。

腸内細菌⽬細菌については、CLSIで 2010 年と 2011年にセファロスポリン系抗菌薬とカルバペネ

ム系抗菌薬のブレイクポイントが変更されたため、⼀部の薬剤で判定不能や 感性（S) と 中間（I) の

区別ができない薬剤（特にセファゾリン︓CEZ）がみられる。

呼吸器系検体︓

呼吸器系検体における S. aureus（ALL）では、MRSA の基準となるオキサシリン（MPIPC）の耐性

率が 20.7 %、セフォキシチン（CFX）の耐性率が 31.5%であった。CFX の MIC が測定された株数

はまだ少なく MPIPCの４割程度であった。ゲンタマイシン（GM）の耐性率は 18.3%、エリスロマイ

シン（EM）の耐性率は 34.8%、レボフロキサシン（LVFX）の耐性率は 26.4%であった。

⼀⽅、バンコマイシン（VCM）、テイコプラニン（TEIC）、リネゾリド（LZD）ともに感性率が 100%

で耐性株の報告はなかった。ダプトマイシン（DAP）も感性率が 100%で、⾮感性株の報告はなかっ

た。

S. pneumoniaeについては CLSI 2012の基準に準じて髄液検体由来と髄液以外の検体由来に分け

て判定し、髄液以外の検体由来では髄膜炎以外（nonmeningitis）の判定基準を⽤いた。なお、当公開
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情報の集計において髄膜炎（meningitis）と髄膜炎以外（nonmeningitis）とで基準が異なるのは、ペ

ニシリン G（PCG）とセフォタキシム（CTX）、セフトリアキソン（CTRX）である。

髄液以外の検体由来の S. pneumoniaeに対する PCG中等度耐性（4μg/mL）は 2.1%で、PCG耐

性（≧8μg/mL）の報告はなかった。CTXの中等度耐性（2μg/ｍL）は 2.1%、耐性（≧4μg/mL）は

0.5%であり、CTRXの中等度耐性（2μg/ｍL）は 0.4%、耐性（≧4μg/mL）の報告はなかった。

メロペネム（MEPM）の中等度耐性は 15.3%、耐性率は 2.9%であった。LVFX の中等度耐性の報

告はなく、耐性は 0.7%であった。VCMはすべてが感性であった。

H. influenzaeに対するアンピシリン（ABPC）の耐性率は 36.3%で、スルバクタム/アンピシリン

（SBT/ABPC）とクラブラン酸アモキシシリン（CVA/AMPC）では、それぞれ 25.3%、10.6%が耐性

であった。

尿検体︓

尿検体における E. coli の第三世代セファロスポリン系抗菌薬のCTRXおよびセフタジジム（CAZ）

の耐性率は、15.4%、4.1%であった。 カルバペネム系抗菌薬であるイミペネム（IPM）の中等度耐
性は 0.04％（2 株）、耐性株の報告はなかった。MEPM はすべて感性であった。LVFX に対する耐性
率は 22.2％であった。

K. pneumoniae における CTRX および CAZ の耐性率は、7.2%、3.7%であった。IPM、MEPM 
はともにすべて感性であった。LVFX に対する耐性率は 2.7％であった。

E. faecalis に対する PCG、ABPC の感性率はそれぞれ 99.7%、100%であった。また、VCM もす

べてが感性であった。

膣分泌物検体︓

膣分泌物検体における E. coli の CTRX および CAZ の耐性率は、14.1%、3.1%であった。IPM、

MEPMはすべて感性であった。LVFXに対する耐性率は 24.8%であった。

S. agalactiae に対しては、PCG、ABPC、CTX はすべて感性であった。CTRXは 0.3％（1 株）が

⾮感性であった。

注︓VCM 耐性の S. aureus など「特殊な耐性を⽰す菌︓カテゴリーA」（次ページ参照）について

は、耐性または⾮感性と報告したすべての医療機関に対して報告内容の正誤を確認しているため、⼊

⼒ミスなどは除外されている。⼀⽅、「特殊な耐性を⽰す菌︓カテゴリーA」以外の抗菌薬感受性結果

については、医療機関からの報告をそのまま集計しているため、誤報告が含まれている可能性がある。
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【集計対象医療機関について】

2023 年 1 ⽉〜12 ⽉分データをすべて提出した 343 施設のうち、年間を通して外来検体の報告が

なかった 5施設を集計から除外した。

また、JANIS 検査部⾨では、公開情報年報【診療所】を作成する際に、以下の基準に該当するデー

タを提出した医療機関に対し報告内容の正誤を確認し、誤りであるが修正不可または未回答の場合は

集計から除外している。

2023 年データに関しては、以下に該当する薬剤耐性菌を報告した診療所はなかった。

検査部⾨ 特殊な耐性を⽰す菌 A.国内で過去に報告がない薬剤耐性菌
菌名 薬剤名 感受性 微量液体希釈法（MIC値）

Streptococcus pyogenes PCG ⾮感性 >0.12μg/mL

ABPC ⾮感性 >0.25μg/mL

CTX ⾮感性 >0.5μg/mL

VCM ⾮感性 >1μg/mL

LZD ⾮感性 >2μg/mL

Streptococcus agalactiae VCM ⾮感性 >1μg/mL

LZD ⾮感性 >2μg/mL

Streptococcus pneumoniae VCM ⾮感性 >1μg/mL

LZD ⾮感性 >2μg/mL

Staphylococcus aureus
VCM

I or R ≧8μg/mL

耐性 ≧16μg/mL
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1.検査材料別分離菌数割合

外来検体のうち、起因菌・常在菌にかかわらず報告されたすべての菌を集計
同⼀患者から同⼀菌が複数回報告された場合は、初回の１件のみを集計する重複処理を実施（巻末資料参照）
分離菌数割合が四捨五⼊して少数第⼀位までの表⽰で［0.0％］になる菌、菌名コード 9998（その他の菌種）、
16位以下の菌は「その他」に集計
集計対象検査材料︓喀出痰（検査材料コード 101）、気管内採痰（同 102）、気管⽀洗浄液（同 103）、咽
頭粘膜（同 104）、⿐腔内（同 105）、⼝腔内（同 106）、⽣検材料（肺）（同 107）、その他（呼吸器）
（同 109）、胸⽔（同 404）
呼吸器系検体分離菌数割合＝（対象菌の呼吸器系分離菌数）÷（呼吸器系検体分離菌数合計）×100
菌名コード、検査材料コード
︓JANISホームページ＞検査部⾨＞ https://janis.mhlw.go.jp/section/kensa.html
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本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません

1.検査材料別分離菌数割合

外来検体のうち、起因菌・汚染菌にかかわらず報告されたすべての菌を集計
同⼀患者から同⼀菌が複数回報告された場合は、初回の１件のみを集計する重複処理を実施（巻末資料参照）
分離菌数割合が四捨五⼊して少数第⼀位までの表⽰で［0.0％］になる菌、菌名コード 9998（その他の菌種）、
16位以下の菌は「その他」に集計
集計対象検査材料︓⾃然排尿（検査材料コード 201）、採尿カテーテル尿（同 202）、留置カテーテル尿（同
203）、カテーテル尿（採尿、留置カテの区別不能）（同 206）
尿検体分離菌数割合＝（対象菌の尿検体分離菌数）÷（尿検体分離菌数合計）×100
菌名コード、検査材料コード
︓JANISホームページ＞検査部⾨＞ https://janis.mhlw.go.jp/section/kensa.html
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本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません

1.検査材料別分離菌数割合

外来検体のうち、起因菌・常在菌にかかわらず報告されたすべての菌を集計
同⼀患者から同⼀菌が複数回報告された場合は、初回の１件のみを集計する重複処理を実施（巻末資料参照）
分離菌数割合が四捨五⼊して少数第⼀位までの表⽰で［0.0％］になる菌、菌名コード 9998（その他の菌種）、
16位以下の菌は「その他」に集計
集計対象検査材料︓膣分泌物（検査材料コード 205）
膣分泌物検体分離菌数割合＝（対象菌の膣分泌物検体分離菌数）÷（膣分泌物検体分離菌数合計）×100
菌名コード、検査材料コード
︓JANISホームページ＞検査部⾨＞ https://janis.mhlw.go.jp/section/kensa.html
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本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2024年07月24日

2024年02月15日

公開情報掲載日 :

データ集計日    :

(%) 

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている 

* S,I,RまたはS,NSの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠 

†菌名コード：1301, 1303～1306と報告された菌

‡ Nが30未満であるため参考値

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

PCG

(N=852)

336

(39.4%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

516

(60.6%)

0

(0.0%)

MPIPC

(N=391)

310

(79.3%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

81

(20.7%)

0

(0.0%)

CEZ

(N=921)

820

(89%)

0

(0.0%)

25

(2.7%)

0

(0.0%)

76

(8.3%)

0

(0.0%)

CFX

(N=92)

63

(68.5%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

29

(31.5%)

0

(0.0%)

GM

(N=930)

716

(77%)

0

(0.0%)

44

(4.7%)

0

(0.0%)

170

(18.3%)

0

(0.0%)

EM

(N=958)

572

(59.7%)

0

(0.0%)

51

(5.3%)

2

(0.2%)

333

(34.8%)

0

(0.0%)

CLDM

(N=1,757)

1,683

(95.8%)

0

(0.0%)

8

(0.5%)

1

(0.1%)

65

(3.7%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=2,139)

1,370

(64%)

0

(0.0%)

205

(9.6%)

0

(0.0%)

564

(26.4%)

0

(0.0%)

MINO

(N=2,128)

2,100

(98.7%)

0

(0.0%)

9

(0.4%)

0

(0.0%)

19

(0.9%)

0

(0.0%)

ST

(N=1,829)

1,825

(99.8%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

4

(0.2%)

0

(0.0%)

VCM

(N=903)

903

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

TEIC

(N=388)

388

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

LZD

(N=1,232)

1,232

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

感性(S)
非感性

(NS)
判定不能

DAP

(N=87)

87

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)
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本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2024年07月24日

2024年02月15日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

(%) 

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている 

* S,I,RまたはS,NSの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠 

†菌名コード：1131と報告された菌

‡ Nが30未満であるため参考値

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

PCG

(N=813)

796

(97.9%)

0

(0.0%)

17

(2.1%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

CTX

(N=656)

639

(97.4%)

0

(0.0%)

14

(2.1%)

0

(0.0%)

3

(0.5%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=753)

750

(99.6%)

0

(0.0%)

3

(0.4%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

MEPM

(N=764)

625

(81.8%)

0

(0.0%)

117

(15.3%)

0

(0.0%)

22

(2.9%)

0

(0.0%)

EM

(N=713)

115

(16.1%)

0

(0.0%)

1

(0.1%)

0

(0.0%)

597

(83.7%)

0

(0.0%)

CLDM

(N=778)

377

(48.5%)

0

(0.0%)

8

(1%)

0

(0.0%)

393

(50.5%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=1,363)

1,354

(99.3%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

9

(0.7%)

0

(0.0%)

感性(S)
非感性

(NS)
判定不能

VCM

(N=747)

747

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)



LVFX(N=1,884)

MEPM(N=1,208)

CTRX(N=1,320)

CTX(N=1,038)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

TC(N=559)

CAM(N=1,885)

CVA/AMPC(N=1,694)

SBT/ABPC(N=944)

ABPC(N=1,168)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Haemophilus influenzae†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2023年1月～12月 年報 (集計対象 338施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【呼吸器系検体】

10

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2024年07月24日

2024年02月15日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

(%) 

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,RまたはS,NSの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：3201, 3202, 3203, 3205, 3208, 3211, 3214, 3217, 3220, 3223と報告された菌 

‡Nが30未満であるため参考値

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

ABPC

(N=1,168)

524

(44.9%)

0

(0.0%)

220

(18.8%)

0

(0.0%)

424

(36.3%)

0

(0.0%)

SBT/ABPC

(N=944)

705

(74.7%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

239

(25.3%)

0

(0.0%)

CVA/AMPC

(N=1,694)

1,515

(89.4%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

179

(10.6%)

0

(0.0%)

CAM

(N=1,885)

1,730

(91.8%)

0

(0.0%)

140

(7.4%)

0

(0.0%)

15

(0.8%)

0

(0.0%)

TC

(N=559)

558

(99.8%)

0

(0.0%)

1

(0.2%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

感性(S)
非感性

(NS)
判定不能

CTX

(N=1,038)

1,037

(99.9%)

1

(0.1%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=1,320)

1,319

(99.9%)

1

(0.1%)

0

(0.0%)

MEPM

(N=1,208)

1,205

(99.8%)

3

(0.2%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=1,884)

1,877

(99.6%)

7

(0.4%)

0

(0.0%)



ST(N=4,894)

LVFX(N=8,197)

AMK(N=7,555)

MEPM(N=4,693)

IPM(N=5,411)

AZT(N=4,664)

CFPM(N=5,814)

CAZ(N=5,787)

CTRX(N=3,253)

CMZ(N=6,171)

CEZ(N=6,753)

TAZ/PIPC(N=2,424)

PIPC(N=6,416)

SBT/ABPC(N=2,551)

ABPC(N=5,889)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Escherichia coli†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2023年1月～12月 年報 (集計対象 338施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【尿検体】

11

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2024年07月24日

2024年02月15日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,Rの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：2001～2007と報告された菌

‡Nが30未満であるため参考値

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

ABPC

(N=5,889)

3,774

(64.1%)

0

(0.0%)

51

(0.9%)

23

(0.4%)

2,041

(34.7%)

0

(0.0%)

SBT/ABPC

(N=2,551)

1,966

(77.1%)

0

(0.0%)

327

(12.8%)

2

(0.1%)

256

(10%)

0

(0.0%)

PIPC

(N=6,416)

4,383

(68.3%)

0

(0.0%)

187

(2.9%)

21

(0.3%)

1,825

(28.4%)

0

(0.0%)

TAZ/PIPC

(N=2,424)

2,340

(96.5%)

0

(0.0%)

14

(0.6%)

0

(0.0%)

70

(2.9%)

0

(0.0%)

CEZ

(N=6,753)

3,814

(56.5%)

1,148

(17%)

200

(3%)

0

(0.0%)

1,218

(18%)

373

(5.5%)

CMZ

(N=6,171)

6,131

(99.4%)

0

(0.0%)

25

(0.4%)

0

(0.0%)

15

(0.2%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=3,253)

2,734

(84%)

0

(0.0%)

7

(0.2%)

11

(0.3%)

500

(15.4%)

1

(0.0%)

CAZ

(N=5,787)

5,094

(88%)

347

(6%)

102

(1.8%)

5

(0.1%)

239

(4.1%)

0

(0.0%)

CFPM

(N=5,814)

4,647

(79.9%)

672

(11.6%)

80

(1.4%)

0

(0.0%)

415

(7.1%)

0

(0.0%)

AZT

(N=4,664)

4,218

(90.4%)

0

(0.0%)

78

(1.7%)

11

(0.2%)

357

(7.7%)

0

(0.0%)

IPM

(N=5,411)

5,409

(100%)

0

(0.0%)

2

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

MEPM

(N=4,693)

4,693

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

AMK

(N=7,555)

7,541

(99.8%)

0

(0.0%)

10

(0.1%)

0

(0.0%)

4

(0.1%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=8,197)

6,122

(74.7%)

0

(0.0%)

170

(2.1%)

62

(0.8%)

1,818

(22.2%)

25

(0.3%)

ST

(N=4,894)

3,982

(81.4%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

607

(12.4%)

305

(6.2%)



LVFX(N=1,170)

AMK(N=1,053)

MEPM(N=675)

IPM(N=782)

AZT(N=662)

CFPM(N=825)

CAZ(N=791)

CTRX(N=541)

CMZ(N=880)

CEZ(N=975)

TAZ/PIPC(N=412)

PIPC(N=871)

ABPC(N=781)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Klebsiella pneumoniae†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2023年1月～12月 年報 (集計対象 338施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【尿検体】

12

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2024年07月24日

2024年02月15日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,Rの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：2351と報告された菌

‡Nが30未満であるため参考値

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

ABPC

(N=781)

31

(4%)

0

(0.0%)

146

(18.7%)

7

(0.9%)

597

(76.4%)

0

(0.0%)

PIPC

(N=871)

543

(62.3%)

0

(0.0%)

105

(12.1%)

1

(0.1%)

222

(25.5%)

0

(0.0%)

TAZ/PIPC

(N=412)

400

(97.1%)

0

(0.0%)

3

(0.7%)

0

(0.0%)

9

(2.2%)

0

(0.0%)

CEZ

(N=975)

650

(66.7%)

152

(15.6%)

11

(1.1%)

0

(0.0%)

91

(9.3%)

71

(7.3%)

CMZ

(N=880)

876

(99.5%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

4

(0.5%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=541)

501

(92.6%)

0

(0.0%)

1

(0.2%)

0

(0.0%)

39

(7.2%)

0

(0.0%)

CAZ

(N=791)

705

(89.1%)

52

(6.6%)

5

(0.6%)

0

(0.0%)

29

(3.7%)

0

(0.0%)

CFPM

(N=825)

675

(81.8%)

111

(13.5%)

1

(0.1%)

0

(0.0%)

38

(4.6%)

0

(0.0%)

AZT

(N=662)

634

(95.8%)

0

(0.0%)

2

(0.3%)

0

(0.0%)

26

(3.9%)

0

(0.0%)

IPM

(N=782)

782

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

MEPM

(N=675)

675

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

AMK

(N=1,053)

1,053

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=1,170)

1,125

(96.2%)

0

(0.0%)

13

(1.1%)

0

(0.0%)

32

(2.7%)

0

(0.0%)



TEIC(N=721)

VCM(N=1,460)

MINO(N=1,807)

LVFX(N=1,828)

EM(N=1,182)

ABPC(N=1,244)

PCG(N=621)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Enterococcus faecalis†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2023年1月～12月 年報 (集計対象 338施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【尿検体】

13

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2024年07月24日

2024年02月15日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,Rの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：1201, 1202と報告された菌

‡Nが30未満であるため参考値

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

PCG

(N=621)

619

(99.7%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

2

(0.3%)

0

(0.0%)

ABPC

(N=1,244)

1,244

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

EM

(N=1,182)

235

(19.9%)

0

(0.0%)

444

(37.6%)

2

(0.2%)

501

(42.4%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=1,828)

1,723

(94.3%)

0

(0.0%)

13

(0.7%)

0

(0.0%)

92

(5%)

0

(0.0%)

MINO

(N=1,807)

535

(29.6%)

0

(0.0%)

338

(18.7%)

2

(0.1%)

932

(51.6%)

0

(0.0%)

VCM

(N=1,460)

1,460

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

TEIC

(N=721)

721

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)



ST(N=109)

LVFX(N=165)

AMK(N=131)

MEPM(N=108)

IPM(N=118)

AZT(N=79)

CFPM(N=128)

CAZ(N=128)

CTRX(N=78)

CMZ(N=129)

CEZ(N=133)

TAZ/PIPC(N=33)

PIPC(N=128)

SBT/ABPC(N=43)

ABPC(N=134)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Escherichia coli†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2023年1月～12月 年報 (集計対象 338施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【膣分泌物検体】

14

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2024年07月24日

2024年02月15日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている

* S,I,Rの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠

†菌名コード：2001～2007と報告された菌

‡Nが30未満であるため参考値

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

ABPC

(N=134)

81

(60.4%)

0

(0.0%)

1

(0.7%)

0

(0.0%)

52

(38.8%)

0

(0.0%)

SBT/ABPC

(N=43)

35

(81.4%)

0

(0.0%)

2

(4.7%)

0

(0.0%)

6

(14%)

0

(0.0%)

PIPC

(N=128)

81

(63.3%)

0

(0.0%)

1

(0.8%)

0

(0.0%)

46

(35.9%)

0

(0.0%)

TAZ/PIPC

(N=33)

31

(93.9%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

2

(6.1%)

0

(0.0%)

CEZ

(N=133)

50

(37.6%)

51

(38.3%)

2

(1.5%)

0

(0.0%)

30

(22.6%)

0

(0.0%)

CMZ

(N=129)

129

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=78)

67

(85.9%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

11

(14.1%)

0

(0.0%)

CAZ

(N=128)

106

(82.8%)

16

(12.5%)

2

(1.6%)

0

(0.0%)

4

(3.1%)

0

(0.0%)

CFPM

(N=128)

117

(91.4%)

1

(0.8%)

1

(0.8%)

0

(0.0%)

9

(7%)

0

(0.0%)

AZT

(N=79)

73

(92.4%)

0

(0.0%)

1

(1.3%)

0

(0.0%)

5

(6.3%)

0

(0.0%)

IPM

(N=118)

118

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

MEPM

(N=108)

108

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

AMK

(N=131)

131

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

LVFX

(N=165)

114

(69.1%)

0

(0.0%)

5

(3%)

0

(0.0%)

41

(24.8%)

5

(3%)

ST

(N=109)

80

(73.4%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

15

(13.8%)

14

(12.8%)



CTRX(N=293)

CTX(N=85)

ABPC(N=283)

PCG(N=299)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

CLDM(N=281)

EM(N=281)
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Streptococcus agalactiae†

院内感染対策サーベイランス 検査部門 【診療所】

公開情報 2023年1月～12月 年報 (集計対象 338施設)

2. 主要菌の抗菌薬感受性*　【膣分泌物検体】

15

本公表データは国内の全医療機関の数値を集計したデータではありません。

2024年07月24日

2024年02月15日

公開情報掲載日 :

データ集計日   :

(%) 

外来検体で、かつ検査法が微量液体希釈法又はEtestと設定されMIC値が報告されている検体を集計

患者毎に各菌種の初回分離株を集計する重複処理(巻末資料)が行われている 

* S,I,RまたはS,NSの判定はCLSI 2012 (M100-S22）に準拠 

†菌名コード：1114と報告された菌

‡Nが30未満であるため参考値

(%)

感性(S) SorI 中間(I) IorR 耐性(R) 判定不能

EM

(N=281)

149

(53%)

0

(0.0%)

9

(3.2%)

0

(0.0%)

123

(43.8%)

0

(0.0%)

CLDM

(N=281)

205

(73%)

0

(0.0%)

3

(1.1%)

0

(0.0%)

73

(26%)

0

(0.0%)

感性(S)
非感性

(NS)
判定不能

PCG

(N=299)

299

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

ABPC

(N=283)

283

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

CTX

(N=85)

85

(100%)

0

(0.0%)

0

(0.0%)

CTRX

(N=293)

292

(99.7%)

1

(0.3%)

0

(0.0%)



【巻末資料 外来検体の集計方法について】 

3 月上旬 3 月下旬 10 月 

A 菌   A 菌 B 菌               A 菌 B 菌 C 菌 

 

1. 集計対象検査材料コード 
 

系統 検査材料名 検査材料コード Ver.1.0 

呼吸器系検体 

喀出痰 101 

気管内採痰 102 

気管支洗浄液 103 

咽頭粘液 104 

鼻腔内 105 

口腔内 106 

生検材料(肺) 107 

その他(呼吸器) 109 

胸水 404 

尿検体 

自然排尿 201 

採尿カテ－テル尿 202 

留置カテ－テル尿 203 

カテーテル尿（採尿、留置カテの区別不能） 206 

膣分泌物検体 膣分泌物 205 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 主要菌の菌名コード 
 

菌名 菌名コード Ver.6.1 

Staphylococcus aureus（ALL） 1301，1303-1306 

Enterococcus faecalis 1201,1202 

Streptococcus pneumoniae 1131 

Streptococcus agalactiae 1114 

Escherichia coli 2001-2007 

Klebsiella pneumoniae 2351 

Haemophilus influenzae 3201-3203,3205,3208,3211, 3214,  
3217,3220,3223 

 
※ S,I,R および S,NS の判定は CLSI 2012（M100-S22）に準拠 

 

3. 抗菌薬感受性結果の重複処理 

各検査材料につき、同一患者から同一菌が複数回報告された場合は、初回の 1 件のみ集計する
（WHO GLASS 方式に準拠） 

 
例） 

 

  

同一患者 × × × 
集計 A 菌:2 度目の報告のため集計しない 

B 菌:初回の報告のため集計 
A 菌:3 度目の報告のため集計しない 
B 菌:2 度目の報告のため集計しない 
C 菌:初回の報告のため集計 


